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	 	 	 	 	The	objective	of	this	paper	is	to	examine	accounts	of	Florence	Nightingale's	achievements	
in	Japan,	determining	whether	 these	accounts	were	 faithful	 to	historical	 facts	and	whether	
they	were	presented	as	rationally	acceptable	moral	models	 for	Japanese	people.	During	the	




































は 1904( 明治 37) 年，当時の義務教育年限最高学年にあたる尋常小学４学年用の教科書に載るのが










を加えた合計 26 点について検討を加えた。以下ではその中から特に注目に値する文献から，上記 2
点についての記述を抽出し検討する。
1  吉川龍子「明治期刊行のナイチンゲール伝記について―『婦人立志編』をめぐって―」『総合看護』1982 年 1 号。金井一薫「ナ
イチンゲール関係・邦文文献目録」『ナイチンゲール研究　第 1 号』1990 年 10 月，pp.121-132。金井きよみ「付録　フロレンス・

































































































































































































































































（p.55）。戦死者 2598 人に「その他」18058 人を足せば，20656 人になるはずで「死亡者 2 万 6























































































・『女学雑誌』（1886）：筆者不詳「新報　京都看護病学校」『女学雑誌』第 26 号，1886（明治 19）年 6 月 15 日。
・『女学雑誌』（1886a）：筆者不詳「佳伝　ナイチンゲールの伝　第一」『女学雑誌』第 31 号，1886（明治 19）年 8 月 5 日。
・『女学雑誌』（1886b）：筆者不詳「佳伝　ナイチンゲールの伝　第二」『女学雑誌』第 32 号，1886（明治 19）年 8 月 15 日。
・『女学雑誌』（1886c）：筆者不詳「佳伝　ナイチンゲールの伝　第三」『女学雑誌』第 37 号，1886（明治 19）年 10 月 5 日。
・『女学雑誌』（1887）：筆者不詳「佳伝　ナイチンゲールの伝」『女学雑誌』第 85 号，1887（明治 20）年 11 月 9 日。
・『国民新聞』（1890）：筆者不詳「フロレンス。ナイテインゲール」『国民新聞』第 62 号，1890（明治 23）年 4 月 3 日付録。
・大竹（1890）：大竹多気「ナイティンゲール嬢の事を記す」『少年園』第 4 巻第 44 号，1890（明治 23）年 8 月。
・北山（1890）：Ｃ . カルクス著，北山初太郎訳『フロレンス・ナイチンゲール』秀英舎刊，1890（明治 23）年 11 月。
・『日本赤十字』（1892a）：筆者不詳「フロレンス，ナイチインゲール嬢小伝一」『日本赤十字』第 1 巻第 5 号，1892（明
治 25）年 5 月。
・『日本赤十字』（1892b）：筆者不詳「フロレンス，ナイチインゲール嬢小伝二」『日本赤十字』第 1 巻第 7 号，1892（明
治 25）年 8 月。
・『日本赤十字』（1892c）：筆者不詳「フロレンス，ナイチインゲール嬢小伝（其三）」『日本赤十字』第 1 巻第 8 号，1892（明
治 25）年 9 月。
・竹越（1892）：竹越竹代『婦人立志篇』警醒社刊，1892（明治 25）年 11 月，国立国会図書館近代デジタルライブラリー
所収（以下「D.L.M.E.」と表記）。
・北山（1892）：Ｃ . カルクス著，北山初太郎訳『西洋徳婦美談』北山初太郎刊，1892（明治 25）年 1 月。
・徳富（1894a）：徳富廬花「史談　修羅場裡の天使（上）（ナイチンゲール女史の事跡）」『家庭雑誌』第 4 巻第 36 号，1894（明
治 27）年 8 月。
・徳富（1894b）：徳富廬花「史談　修羅場裡の天使（中）（ナイチンゲール女史の事跡）」『家庭雑誌』第 4 巻第 37 号，1894（明
治 27）年 8 月。
・徳富（1894c）：徳富廬花「史談　修羅場裡の天使（下）（ナイチンゲール女史の事跡）」『家庭雑誌』第 4 巻第 38 号，1894（明
治 27）年 8 月。
・松平（1896）：松平乗丞「ミス，ナイチンゲール」『日本赤十字』第 42 号附録，1896（明治 29）年 1 月。
・徳富（1898）：徳富廬花『世界古今名婦鑑』1898（明治 31）年 5 月，民友社刊，D.L.M.E.。
・村田（1898）：村田勤『古今仁人伝』警醒社書店刊，1898（明治 31）年 12 月，同志社大学所蔵。
・開拓社（1900）：開拓社編『東西　名婦の面影』開拓社刊，1900（明治 33）年 5 月，D.L.M.E.。
・中内（1901a）：中内蝶二「史伝ナイチンゲール女史　上」『女学世界』第１巻第 7 号，1901（明治 34）年。
・中内（1901b）：中内蝶二「史伝ナイチンゲール女史　下」『女学世界』第１巻第 9 号，1901（明治 34）年。
・永山（1901）：永山盛良編『泰西名婦伝』，勢陽堂刊，1901（明治 34）年 3 月，D.L.M.E.。
・安孫子（1901）：安孫子貞治郎訳，中村諦梁記「フロレンス　ナイチンゲール」『人道之偉人』東京評論社編，中庸堂刊
所収 1901（明治 34）年 5 月，D.L.M.E.。







・マ−デン（1903）：マ−デン著，中村敬三訳『品性之修養』大日本実業学会刊，1903（明治 36）年 9 月，D.L.M.E.。
・松濤（1903）：松濤庵「修養時代のナイチンゲール」『女鑑』国光社刊，第 13 巻第 20 号，1903（明治 36）年 10 月。
・加藤（1903）：加藤眠柳（米司）『女子立志編』内外出版協会刊，1903（明治 36）年 10 月，D.L.M.E.。
・本田（1903）：本田憲之『赤き十字架』警醒社刊，1903（明治 36）年 11 月，D.L.M.E.。
・三浦（1904）：三浦秋水（覚玄）『戦争と婦人』文明堂刊，1904（明治 37）年 3 月，D.L.M.E.。
・根本（1906）：根本正訳「欧米女子立身伝」吉川弘文館刊，1906（明治 39）年 4 月。
・帝国廃兵慰藉会（1906）：帝国廃兵慰藉会編纂『日本赤十字社発達史』帝国廃兵慰藉会刊，1906（明治 39）年 12 月。
・下田（1908）：下田歌子『大和なでしこ臨時増刊　近世名嬢伝』第 8 巻第 11 号，大日本女学会刊，1908（明治 41）年 9 月。
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・中村（1910）：中村勁林編訳『西洋傑婦伝　第二編　ナイチンゲール』増訂七版，東洋社刊，1910（明治 43）年 8 月。
・村田（1910）：村田　勤『フロレンス・ナイチンゲール』警醒社刊，1910（明治 43）年 8 月。
・松浦（1911）：松浦政泰『婦人美譚　下巻』精美堂刊，1911（明治 44）年 11 月。
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